


















































































史 1）、田中　康裕 1）、黒川　数佳 1）、川村　直美 1）、
　佐々木　園子 2）、山口　辰美 3）
【はじめに】当院では昨年 8 月に医療事故防止、環境整備を目的と
した 5S を推進する為、5S 活動ワーキンググループ（以下 5SWG）
が設立された。設立から今日に至るまでの試行錯誤、紆余曲折、実
際の活動について報告する。
【経緯】H25 年 6 月、5S の先進企業である某医療メーカ工場見学に
ついて、ゼネラルリスクマネジャーである副院長が主導となり公募、
副院長 1 名と有志 4 名による工場見学を行った。帰院後、見学者は
見学報告会を行い、同年 8 月より 5SWG メンバーに任命され活動
を開始した。
































【方法】対象：Ａ病棟看護師 30 名看護助手 8 名。前後でアンケート
調査。倫理的配慮：倫理委員会に承認を得ている。
【結果】今回大別すると 9 種類の新しいカードを作成し、介助度に
合わせ 3 色の色枠で囲んだ。またカード内容をいつでも確認できる
ようポケット型の説明媒体を作成した。それにより実施後のアン
ケートでは 8 割のスタッフが見やすくなった、介助方法が分かり易
くなったと回答している。また情報がきちんと伝達されなかった事
例については、約半分に減少している。一方で無地のカードも必要
だと思うという意見もあった。
【考察】文字から絵や色による表記に変わったことで、視覚的に見
やすくなり、情報が把握し易くなったと考える。また生命に関する
ものなど掲示するものを制限することで、スタッフへプライバシー
保護に対し改めて見直すきっかけ作りになったものと考える。
【結論】全てをカード化する事は難しく、プライバシー保護につい
ては充分とはいえない。今後も継続して改善していく必要がある。
また今後は患者・家族とも情報を共有できるツールとして活用でき
る可能性を感じた。今回はカード内容に的をしぼったため、患者・
家族へ説明がきちんと行われているかについては調査に至らなかっ
た。今後は掲示する際に患者・家族に説明し、同意を得ることが必
要になってくるのではないか。
